Evolving uses of No masks by playwright: No and No masks in the late Muromachi period by 江口 文恵
室町後期の能と能面 : 能作者別に見る能面用法の
変遷
著者 江口 文恵
出版者 法政大学能楽研究所
雑誌名 能楽研究
巻 32
ページ 25-48
発行年 2008-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/6680
2５ 
能は「仮面劇」と一一一一口われる。能において面を着用するのは、能がまだ「猿楽」と呼ばれていた頃からのしきたりで
あり、能の特徴の一つと言えよう。『経覚私要紗』長瀞二年（一四五八）十一月二十九日条には、「昨日後日能時、田楽
狂一一一一口二面ヲ宛之間、猿楽共令遺恨、田楽宿へ押寄了、…」（史料纂集による）とあり、前日二十八日の春日若宮祭後日
能
に
お
い
て
田
楽
が
面
を
着
用
し
て
演
じ
た
こ
と
に
対
し
て
猿
楽
側
が
怒
り
、
争
い
と
な
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
当
時
、
面
の
着
用
が
猿
楽
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
後
代
に
な
っ
て
化
粧
で
顔
を
替
え
て
演
じ
る
類
の
芸
能
が
生
ま
れ
て
も
、
能
に
お
い
て
能
面
を
着
用
す
る
こ
と
は
今
日
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。
能の大成者である世阿弥（一一一一六三？～一四四一一一？）の出現により、猿楽はその姿を大きく変えることとなった。そ
して世阿弥以後、室町後期までは能作者が新しい作品を作り、演じることが続いていた。現在演じられている作品の
う
ち
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
室
町
後
期
ま
で
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
室
町
後
期
に
成
立
し
た
作
品
に
は
、
世
阿
弥
の
生
み
出
室町後期の能と能面ｌ能作者別に見る能面用法の変遷Ｉ
は
じ
め
に
江
口
文
恵
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2６ 
世
阿
弥
の
芸
談
『
申
楽
談
儀
」
第
二
十
二
条
「
面
の
こ
と
」
に
挙
げ
ら
れ
る
主
な
面
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
翁
面
、
鬼
の
面
、
女
面
、
尉
、
笑
尉
、
男
面
、
若
男
面
、
飛
出
、
天
神
の
面
、
大
癒
見
、
小
癒
見
以
上
の
面
は
、
す
ぺ
て
現
存
す
る
能
面
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
使
っ
て
い
な
い
能
面
、
伝
わ
っ
て
い
な
い
能
面
の
名
称
は
見
られない。今使われている面のうち、主なものはこの時期にすでにほぼ出揃っていたことがわかる。
応永三十年（一四一一三）奥書の世阿弥伝書『三道』にて、「近来押し出だして見えつる世上の風体の数々」として列
挙される当時の人気曲二十九曲において使用する面についてまとめると、【表１】（論文末尾に別掲）のようになる。な
お、後掲の【表上から【表６】には現行曲・番外曲・散侠曲が混在する上、曲ごとに使用する面については時代、
流儀及び家により少しずつ異なっており、さらに現在も変化し続けているものなので、あくまで概観を捉えるための
ものとご理解いただきたい。また、【表１】には〈檜垣〉のように専用面を使用する作品も見られるが、専用面はある
程度上演を重ねて、その作品がスタンダードなものとなった後に成立したと考える方が自然であろう。よって作品成
立
直
後
は
専
用
面
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
専
用
面
は
本
稿
の
考
察
に
は
含
ま
な
し
た
様
式
に
則
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
世
阿
弥
の
作
風
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
室
町
後
期
に
生
ま
れ
た
作
品
と
能
面
は
ど
の
よ
う
に
関
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
能
の
作
者
別
に
そ
の
主
要
作
品
に
使
用
さ
れ
る
能
面
を
概
観
し
な
が
ら
、
能
面
の
用
法
の
変
遷
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
い
こ
と
と
し
た
い
。
【表１］を見る限り、「三道』所掲の一一十九曲は『申楽談儀』第二十二条所掲の能面でほぼ事足りると一一一一口えよう。世
世
阿
弥
時
代
の
能
と
能
面
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２７室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷
龍神物は世阿弥作品にはない作風の能で、現存する作品には世阿弥よりも後に成立したものが目立つ。そして現行
曲
の
龍
神
の
能
を
概
観
す
る
に
、
大
和
猿
楽
が
得
意
と
し
て
い
た
砕
動
風
鬼
の
能
と
は
少
し
違
い
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
世
阿
弥
が
否
定
し
た
力
動
風
鬼
の
能
に
近
い
演
技
に
思
わ
れ
る
。
但
し
、
田
楽
で
は
世
阿
弥
よ
り
も
前
の
時
代
に
龍
を
演
じ
た
記
録
が
あ
る
。
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
の
春
日
若
宮
臨
時
祭
に
お
い
て
禰
宜
が
演
じ
た
田
楽
能
「
村
上
の
天
皇
の
そ
の
臣
下
を
便
に
て
入
唐
を
し
さ
せ
て
琵
琶
の
博
士
廉
承
武
に
会
い
て
琵
琶
の
三
曲
を
日
本
に
伝
え
た
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
記
録
「
春
日
若
宮
臨
時
祭
次
第
」
百
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
二
巻
に
よ
る
）
に
は
、
世
阿
弥
以
降
の
時
代
も
、
尉
面
や
女
面
・
癒
見
面
な
ど
、
世
阿
弥
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
能
面
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
時
代
を
追
っ
て
み
て
い
く
と
、
世
阿
弥
以
後
の
作
品
に
は
世
阿
弥
作
品
に
は
使
用
が
見
ら
れ
なかった能面がいくつか散見する。さらに、該当する作品の多くは世阿弥作品とはまったく異なる作風や特徴を持っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
項
か
ら
は
世
阿
弥
以
後
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
阿
弥
時
代
の
代
表
曲
と
言
え
る
、
こ
の
二
十
九
曲
以
外
の
世
阿
弥
作
品
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
ま
た
、
世
阿
弥
の
嫡
男
観
世
元雅（？～一四一一一一一）の作品についても（後掲【表２］参照）、曲数こそ少ないが専用面をのぞけば同様である。よって
世
阿
弥
作
品
、
及
び
世
阿
弥
時
代
の
作
品
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
能
面
は
、
『
申
楽
談
儀
』
第
二
十
二
条
が
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
と
言
っ
世阿弥作品、及び世面
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
ニ
ハ
神
利
、
春
民
、
コ
レ
ハ
リ
ゥ
神
、
リ
ウ
ワ
ウ
ニ
ハ
清
有
ナ
ル
、
此
三
人
ハ
ヲ
モ
テ
ヲ
キ
ル
。
清
有
王
ノ
ス
ガ
タ
。
コ
ノ
サ
ン
キ
ョ
ク
ヲ
ッ
タ
エ
テ
、
キ
テ
ウ
ス
ル
ト
キ
、
リ
ウ
ワ
ウ
リ
ウ
ジ
ン
イ
デ
テ
、
コ
ノ
サ
ン
キ
ョ
ク
ヲ
ト
ル
。
ソ
ノ
リ
ウ
ジ
ン
二
龍
神
物
と
「
龍
神
」
の
面
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2８ 
猿
楽
に
お
い
て
龍
を
取
り
入
れ
、
龍
神
物
が
そ
の
後
人
気
の
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
金
春
禅
竹
二
四
○
五
～
一
（注１）
四七○Ｐ・）作の〈春日龍神〉であろう。これはすでに樹下好美氏の指摘するところである。
〈
春
日
龍
神
〉
は
春
日
明
神
に
参
詣
し
た
明
恵
上
人
の
前
に
八
大
竜
王
が
現
れ
る
筋
立
て
の
曲
で
、
後
シ
テ
が
龍
神
で
あ
る
。
永
正
期
（
一
五
○
四
～
一
五
二
一
）
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
装
束
付
、
鴻
山
文
庫
蔵
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
は
、
〈
春
日
龍
神
〉
に
つ
い
て
以
下
の
ご
と
く記している（引用は増補国語国文学研究史大成８『謡曲狂言」による）。
一
、
春
日
龍
神
。
し
て
、
ま
ヘ
ハ
せ
う
。
宮
人
の
出
立
。
風
折
・
大
口
・
わ
う
ゑ
。
後
ハ
龍
神
出
ル
也
。
れ
う
を
い
た
国
き
て
よ
し
。
傍
線
部
に
あ
る
ご
と
く
、
後
シ
テ
の
龍
神
に
は
飛
出
面
も
し
く
は
黒
髭
面
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
当
該
箇
所
に
は
脱
文
が
あ
る
ら
し
く
、
異
本
で
は
傍
線
部
が
「
と
ひ
出
の
面
、
黒
ひ
け
、
鬼
、
口
あ
き
た
る
吉
。
」
と
あ
り
、
先
の
二
種
の
面
に
加
え
、
（注２）
「
口
の
開
い
た
鬼
の
面
」
を
使
用
し
て
も
よ
い
と
あ
る
。
恐
ら
く
く
う
の
箪
面
の
よ
う
な
面
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
現行各流では、〈春日龍神〉の後シテの面については特殊な演出以外、つまり小書がつかない限り、黒髭面を使用す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
舞
芸
六
輪
次
第
」
以
外
の
古
型
付
も
概
観
す
る
と
、
黒
髭
面
が
主
だ
が
、
黒
髭
面
と
飛
出
面
を
併
記
す
る
も
の
も
散
見
す
る
。
『
舞
芸
六
輪
次
第
」
が
計
三
種
の
能
面
を
併
記
す
る
の
は
、
現
在
に
比
べ
て
、
当
時
は
使
用
す
る
面
が
そ
れ
ほ
ど
固
定
と
あ
り
、
龍
王
と
龍
二
人
、
計
三
人
の
役
者
が
「
龍
」
を
演
じ
る
の
に
「
ヲ
モ
テ
（
面
巨
を
着
用
し
た
と
あ
る
。
能
で
面
を
着
用
す
る
の
は
、
素
顔
で
は
演
じ
ら
れ
な
い
役
、
言
い
換
え
れ
ば
生
き
て
い
る
人
間
の
男
以
外
の
役
を
演
じ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
田
楽
能
「
村
上
の
天
皇
の
そ
の
臣
下
を
…
簾
承
武
に
会
い
て
…
」
に
お
い
て
も
、
人
間
で
は
な
い
「
龍
」
に
扮
す
る
た
め
に
面
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
かる・
飛
出
の
面
、
く
る
ひ
け
き
た
る
よ
し
。
黒
か
し
ら
、
又
ハ
し
や
く
ま
、
い
つ
れ
も
よ
し
。
う
ち
つ
へ
を
も
つ
也
・
わ
き
、
そ
う
二
三人計。
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着
用
す
る
面
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
傍
線
部
に
「
後
は
お
に
也
。
」
と
あ
る
。
〈
和
布
刈
〉
の
詞
章
に
は
「
お
き
よ
り
龍
神、あらはれたり。」や「龍神すなはち、あらはれて、」（観世元頼節付本による）など、「龍神」とあり、龍が登場する
の
は
明
白
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
が
「
龍
」
で
な
く
「
鬼
」
と
す
る
の
は
、
龍
神
が
猿
楽
に
お
い
て
比
較
的
新
し
い
風
体
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
龍
神
が
鬼
の
延
長
上
に
あ
る
た
め
、
「
鬼
」
と
「
龍
」
に
明
確
な
区
別
が
で
き
て
い
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
に
お
け
る
面
の
用
法
が
現
在
に
比
べ
て
固
定
的
で
な
い
の
は
、
何
も
龍
神
の
面
の
み
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
古
型
付
が
そ
れ
を物語っている。例えば、〈井筒〉においては室町期には前後で面を替える、また後場に増髪面などを着用するなどの
（注３）
現行にない演出があったことが知られているし、〈鵺〉の前シーアの面においては、現行各流が指定する怪士面のほか、
平
太
面
や
童
子
面
、
痩
男
面
な
ど
様
々
な
面
を
指
定
す
る
文
献
が
散
見
す
る
。
こ
れ
は
、
〈
鵺
〉
の
前
シ
テ
が
も
と
は
今
の
解
釈
と
は
か
な
（注４）
り
異
な
る
人
物
像
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
ほ
か
、
怪
士
面
と
平
太
面
に
つ
い
て
は
、
目
に
お
け
る
金
の
有
無
の
違
い
を
除
け
ば
形
（注５）
状・面ざしはかなり似ているので、〈鵺〉に限らず併用することがあったのだろう。能面の用法については、くうでも流
儀
や
個
々
の
家
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
面
を
選
択
す
る
か
に
よ
っ
て
演
能
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
が
、
当
時
の
面
の
用
法
や
使
用
範
囲
の
方
が
現
在
よ
り
も
い
さ
さ
か
流
動
的
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
手
元
に
あ
る
面
に
そ
の
都
度
彩
色
を
施
し
て
使
っ
て
い
た
の
が
、
能
の
式
楽
化
・
制
度
化
に
伴
い
、
次
第
に
使
用
す
る
面
も
固
定
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
龍
神
物
と
龍
の
演
技
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
面
に
論
を
戻
す
。
先
に
引
用
し
た
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
に
は
、
同
じ
く
龍
神
物
で
、
作
者
（注６）
不明の能〈和布刈〉について次のようにある。
「
め
か
り
。
し
て
、
ま
ヘ
ハ
せ
う
。
常
の
出
立
也
。
後
は
お
に
也
。
天
女
有
。
つ
れ
の
出
立
也
。
か
ま
を
も
つ
。
め
を
か
る
て
い
￣ 
也、
ｏｎ」＿
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3０ 
黒
髭
面
は
龍
神
に
使
わ
れ
る
、
鬼
神
系
の
能
面
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
の
ほ
か
、
『
八
帖
本
花
伝
書
」
な
ど
に
そ
の
名
が
見
え
る
の
で
、
室
町
後
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
阿
弥
の
伝
書
に
は
黒
髭
面
の
名
称
は見えない。「鬼の面」自体が古くからあったことは、世阿弥が伝書の中で父観阿弥（一一一一三三～一一一一八四）の鬼の演
技
に
つ
い
て
語
り
、
古
作
と
さ
れ
る
作
品
に
鬼
の
能
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
面
「
黒
髭
」
の
名
前
が
文
献
上
に
見
え
る
は
世
阿
弥
よ
り
も
少
し
後
の
時
代
か
ら
で
あ
る
。
世
阿
弥
時
代
に
は
黒
髭
面
が
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
世
阿
弥
作
品
に
は
龍
神
の
登
場
す
る
作
品
が
見
つ
か
ら
な
い
。
龍
神
の
能
が
人
気
曲
と
し
て
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
頃
は
、
ま
だ
黒
髭
面
が
生
ま
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
、
貞
和
五
年
の
田
楽
能「村上の天皇のその臣下を…簾承武に会いて．：」において龍の役を演じた一一一人が面を着用した記録が残っているが、
こ
れ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
面
が
使
わ
れ
た
の
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
演
目
と
素
材
を
同
じ
く
し
、
内
容
も
一
部
共
通
す
る能〈絃上〉の龍神は黒髭面を着用する。ただし、本格的に猿楽が龍神を取り入れるようになったのは、前述の通り金
春
禅
竹
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
黒
髭
面
で
は
な
く
、
飛
出
面
な
ど
の
既
存
の
面
に
彩
色
を
加
え
て
龍
神
の
顔
を
作
っ
て
い
た
そして、〈春日龍神〉以降、龍神物の新作が増えていく。【表４］（後掲）の通り、特に観世小次郎信光二四五○～｜
（注８）
（注９〉
五一六）の作品のうち、現存している二十四作品中その一一一分の一を占める八作品に龍が登場する。また、信光の息子
（注Ⅲ）
である観世弥次郎長俊（一四八八～一五四一？．）の作ロ叩にも多くの龍神物がある（後掲【表６参照】）。ちなみに禅竹の孫
にあたる金春禅鳳（一四五四～？）作の〈一角仙人〉にも二人の龍神が登場するが（後掲【表５参照】）、成人の役者が面を
（注７）
か丑⑩しれない。
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
〈
和
布
刈
〉
の
後
シ
テ
の
面
に
つ
い
て
は
現
行
各
流
お
よ
び
多
く
の
古
型
付
が
黒
髭
面
を
指
定
し
て
い
る
。
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観世信光の作品には箪面を着用するものが多くある。【表４］にある通り、箪面を使用する作品には〈皇帝〉の後ツ
レ病鬼、〈龍虎〉の虎穴石橋〉の専用面の獅子口面を使用する場合もある）、〈羅生門〉や〈紅葉狩〉の悪鬼などがある。人に
危
害
を
加
え
る
鬼
、
ま
た
は
登
場
人
物
と
敵
対
す
る
、
も
し
く
は
退
治
さ
れ
る
鬼
な
ど
が
目
立
つ
。
鬼
の
面
は
古
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
た
め
、
確
立
さ
れ
た
た
め
に
、
鬼
面
の
中
か
ら
龍
』
が
黒
髭
面
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
着
用
し
て
演
じ
る
場
合
と
子
方
が
直
面
で
演
じ
る
場
合
の
二
通
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
子
方
が
演
じ
る
の
が
原
型
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
作
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
脇
能
を
、
天
女
が
舞
を
舞
う
演
出
や
、
龍
神
が
出
て
働
事
を
す
る
演
出
に
替
え
る
な
ど
の
改
〈注辿
作
が
多
く
行
わ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
新しい作風や流行の作品群が新しい能面を生む可能性は大いに考えられる。〈春日龍神〉以降、「龍」という素材の
魅
力
も
あ
り
、
龍
神
の
能
が
新
作
・
改
作
を
含
め
て
か
な
り
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
ほ
か
の
鬼
神
と
区
別
す
る
べ
く
龍
神
そ
の
も
の
を
表
現
し
た
能
面
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
需
要
に
応
じ
て
黒
髭
面
が
成
立
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
、
鬼
の
面
は
古
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
た
め
、
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
て
い
た
が
、
龍
神
物
が
一
つ
の
人
気
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
さ
れ
た
た
め
に
、
鬼
面
の
中
か
ら
龍
に
の
み
使
用
す
る
面
と
し
て
、
ほ
か
の
鬼
面
と
区
別
さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
能
面
箪
面
は
鬼
の
面
の
一
つ
で
、
い
か
に
も
人
相
が
悪
く
、
主
に
悪
鬼
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
面
も
黒
髭
面
と
同
様
、
世
阿
弥
や
世
阿
弥
時
代
の
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
世
阿
弥
以
後
に
成
立
し
た
能
に
つ
い
て
は
使
用
さ
れ
る
例
が
増
え
て
く
る
。
前
述
の
通
り
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
〈
春
日
龍
神
〉
項
で
「
鬼
、
口
あ
き
た
る
」
と
あ
る
面
と
は
、
恐
ら
く
墾
面
の
よ
う
な
類
の
鬼
の
面
を
指
（注皿）
しているｊＤのと思われる。
三
悪
鬼
の
能
と
露
面
ｌ
観
世
信
光
作
品
Ｉ
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［ノリ地］（シと〈下〉、きじんはつうりき、じざいもうせて、〈同〉ノー、おきつまるぴつ、はしり出るを、をつ
つ
め
た
ま
へ
ば
、
御
殿
を
飛
お
り
、
り
つ
き
う
の
ぎ
よ
つ
か
い
に
、
は
し
り
あ
が
る
を
、
の
が
さ
じ
も
の
を
と
、
引
お
ろ
し
、
り
け
ん
を
ふ
り
あ
げ
、
づ
た
人
、
に
き
り
は
な
し
、
庭
上
に
な
げ
す
て
、
た
ち
ま
ち
に
、
き
ひ
も
そ
く
さ
い
、
猶
こ
の
君
の
、
め
ぐ
み
を
あ
ふ
ぎ
、
守
の
神
と
、
な
る
べ
し
と
、
玉
躰
を
拝
し
、
た
て
ま
つ
り
、
ノ
～
て
、
す
が
た
は
夢
と
ぞ
、
成
に
け
る
。
「おどろきざはぎ」や「おきつまるぴつ、はしり出るを」、「御殿を飛おり、りつきうのぎよつかいに、はしりあが
る
を
」
な
ど
か
ら
も
、
病
鬼
の
演
技
の
荒
々
し
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。
「
悪
鬼
」
の
ほ
か
に
「
鬼
神
」
と
い
う
語
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
く羅生門〉や〈紅葉狩〉とも共通する。また、〈龍虎〉には「悪鬼」の語こそ見えないが、後シテの虎を「猛虎」だけでな
く
「
悪
虎
」
と
も
表
現
す
る
。
い
か
に
も
餐
面
を
あ
て
が
い
た
く
な
る
表
現
と
言
え
よ
う
。
【表１］から【表３］までを見ても、禅竹までの能作者の作品には、箪面を使用する作品が見られない。人に危害
を
加
え
、
退
治
さ
れ
る
べ
き
「
鬼
」
と
い
う
登
場
人
物
が
見
当
た
ら
な
い
と
も
言
え
る
。
そ
の
ほ
か
、
表
に
掲
出
し
て
い
な
い
能
で
は
〈舎利〉〈大江山〉〈土蜘蛛〉などで箪面が使われる。これらの作品はいずれも世阿弥よりも少し後の時代に成立したと考
え
て
よ
か
ろ
う
。
箪
面
を
着
用
し
て
演
じ
る
登
場
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
、
見
る
か
ら
に
「
鬼
」
そ
の
も
の
で
、
世
阿
弥
が
否
定
し
、
自
分
参考までに、詞章に「悪鬼」の語が見える〈皇帝〉の終曲部を引用する（本文は天理図書館蔵室町末期筆観世流謡本を底
本とし、適宜濁点を施す。役名を補った場合は九括弧（）で括る）。
［ノリ地］〈同〉悪鬼は是を、見るよりも、ｌ～、おどろきざはぎ、彼まきばしらに、かくれけるを、せうきのせ
い
れ
い
、
馬
よ
り
お
り
た
ち
、
り
け
む
を
ひ
っ
さ
げ
、
た
も
と
を
か
ざ
し
、
み
や
う
わ
う
け
い
に
、
む
か
ひ
給
へ
ば
、
鬼
神
の
す
が
た
は
、
か
く
れ
も
な
し
。
たは、
【舞働】
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そ
の
中
に
は
面
を
着
用
し
な
い
直
面
の
立
衆
が
大
勢
登
場
し
て
合
戦
の
様
子
な
ど
を
演
じ
る
、
所
謂
「
斬
り
組
能
」
な
ど
も
当
然
含
ま
れる。その一方で、面を着用する登場人物が多い作品も作られている。例えば、観世信光の作品〈玉井〉で後ツレの天
女が二名登場するのもその傾向の一つであろうし、その息子観世長俊の作品〈大社〉では、鼻瘤悪尉面などを着用する
後
シ
テ
の
ほ
か
、
後
ツ
レ
と
し
て
連
面
を
着
用
し
た
天
女
と
黒
髭
面
を
着
用
し
た
龍
神
が
現
れ
る
。
観
世
弥
次
郎
長
俊
は
観
世
座
の
脇
の
為
手
と
し
て
活
躍
し
、
父
信
光
同
様
に
能
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
長
俊
の
直
談
を
考
え
ら
れ
よ
う
。
黒
髭
面
を
用
い
る
龍
神
も
、
墾
面
を
用
い
る
悪
鬼
も
、
世
阿
弥
作
品
に
は
な
い
作
風
の
象
徴
と
も
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
世
阿
弥
と
は
異
な
る
作
風
が
人
気
を
得
て
作
品
群
と
し
て
確
立
し
、
新
し
い
能
面
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
、
ま
た
は
初
期
に
数
多
い
種
類
が
出
揃っていたと思われる鬼の面から、龍神や悪鬼にふさわしい面として分派していき、固定化していった可能性などが
たちの芸風とは異なるものと位置づけた「力動風鬼」に近いタイプの鬼が目立つ。「鬼の面」の成立が比較的早い時
期
で
あ
る
の
で
、
餐
面
の
よ
う
な
口
を
開
け
た
人
相
の
悪
い
鬼
面
が
室
町
後
期
ま
で
全
く
な
か
っ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
大
和
猿
楽
が得意としていた「砕動風鬼」とは一線を画す鬼の能が増えてきたことが、箪面の使用頻度の増加もしくは誕生へと
し
か
し
、
世
阿
弥
以
後
、
室
斫
人
物
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
世阿弥時代のツレが演じる役と言えば、男なら直面、女なら連面や姥面を着用する「ツレ女」がほとんどである。
し
か
し
、
世
阿
弥
以
後
、
室
町
後
期
に
は
そ
の
原
則
か
ら
大
き
く
か
け
は
な
れ
た
能
が
多
く
作
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
登
場
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
四
能
面
着
用
の
登
場
人
物
の
増
加
ｌ
観
世
長
俊
作
品
を
中
心
に
Ｉ
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置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
カ
ン
シ
ン
出
立
、
地
の
出
立
。
大
口
キ
ヌ
也
。
小
袖
ヌ
ギ
カ
ク
ル
。
打
杖
持
。
セ
キ
フ
ジ
ン
、
面
ス
ヂ
。
袖
ナ
シ
・
大
口
。
ハ
ウ
エ
ッ
、
ク
ロ
ガ
シ
ラ
。
面
三
ヶ
月
。
袖
ナ
シ
。
ま
ず
「
地
の
出
立
」
と
あ
る
韓
信
だ
が
、
こ
の
出
立
は
『
前
漢
書
平
話
」
の
韓
信
の
墓
か
ら
大
蛇
が
出
る
話
に
ち
な
ん
で
の
も
の
と
解
（注型
される。着用する面については記述がないが、典拠通り大蛇の設定であれば、長俊の父、観世信光の作〈大蛇〉のごと
く
黒
髭
面
や
大
飛
出
面
を
着
用
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
〈
呂
后
〉
も
龍
の
登
場
す
る
能
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
位
筆録した作者付『能本作者註文』（大永四年（一五二四）奥書）には彼自身の作品が二十五番挙げられており、そのうち
十
八
番
が
現
存
す
る
。
長
俊
作
品
を
番
外
曲
も
含
め
て
読
ん
で
い
く
と
、
能
面
を
着
け
る
人
物
が
増
加
す
る
傾
向
が
さ
ら
に
顕
著
と
な
り
、
大がかりで派手な演出がエスカレートしていくのがわかる。末尾に掲げた【表６］の「ツレなどの面」の項目を見る
と
、
長
俊
作
品
の
ほ
と
ん
ど
の
曲
に
お
い
て
シ
テ
以
外
の
役
者
が
面
を
着
用
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
項
で
は
そ
の
い
く
つ
か
を
例
と
し
て
挙
げ
、
考
察
し
て
み
た
い
。
書
の
型
付
『
妙
佐
本
仕
舞
付
」
（
に
つ
い
て
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。
［例１］〈呂后〉
能〈呂后〉は、呂后による謹言などで死に至ったために后に恨みを抱く戚夫人・韓信・彰越の三人の怨霊が病床の呂
后を襲うが、文帝に退治されるという筋の、中国の『前漢書平話』を素材とする作品である。慶長三年二五九八）奥
書
の
型
付
『
妙
佐
本
仕
舞
付
」
（
鴻
山
文
庫
蔵
。
能
楽
資
料
集
成
、
「
観
世
流
古
型
付
集
』
に
よ
る
）
で
は
、
呂
后
を
襲
う
三
人
の
怨
霊
の
出
立
ち
な
み
に
江
戸
時
代
後
期
の
型
付
、
上
杉
家
蔵
『
謡
本
型
付
」
に
は
、
〈
呂
后
〉
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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「ホウエッ平太面（傍書「霊神」）装束カンシン同前也劔ヌキ身持
と
あ
り
、
韓
信
の
面
に
つ
い
て
は
怪
士
面
を
指
定
し
て
い
る
。
次
に
、
戚
夫
人
に
つ
い
て
は
、
「
妙
佐
本
仕
舞
付
』
に
「
面
ス
ヂ
」
と
あ
る
。
「
ス
ヂ
」
と
言
え
ば
、
現
存
の
能
面
で
連
想
さ
れ
る
の
は
筋
男
面
で
あ
る
。
『
妙
佐
本
仕
舞
付
』
で
は
能
〈
船
橋
〉
の
項
に
て
、
後
シ
テ
の
面
に
つ
い
て
「
面
、
三
日
月
。
ス
ヂ
ニ
テ
モ
。
又
ハ
ワ
カ
男
ニ
テ
モ
」
と
、
選
択
可
能
な
能
面
の
一
つ
と
し
て
「
ス
ヂ
」
を
指
定
す
る
。
な
お
、
〈
船
橋
〉
の
後
シ
テ
の
面
は
現
行
諸
流
で
も
同
系
統
の怪士や真角などを使用するので、〈船橋〉所掲の面「スヂ」が筋男面を指すことは間違いないであろう。ただしく呂
后
〉
の
戚
夫
人
は
「
夫
人
」
と
あ
る
通
り
、
女
体
の
登
場
人
物
で
あ
る
。
こ
の
役
に
筋
男
面
で
は
合
理
性
に
欠
け
る
。
ち
な
み
に
『
妙
佐
本
仕
舞
付
』
で
女
体
に
「
ス
ヂ
」
面
を
指
定
す
る
曲
は
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
か
後
代
の
『
謡
本
型
付
』
で
は
般
若
面
を
指
定している。また、現在伝わっていない能面に、筋男面や般若面に似た面ざしの、一一一一口わば「筋女」面が存在していた
（注嘔）
のかｊ、しれない。
一
、
ワ
キ
放
カ
ミ
ハ
サ
ラ
厚
板
大
口
袖
無
コ
シ
帯
小
サ
刀
扇
一
、
太
夫
直
面
唐
冠
色
鉢
巻
唐
織
ハ
ン
切
腰
帯
ニ
ッ
狩
衣
笛
ノ
上
ニ
テ
ト
ル
唐
團
持
劔
フ
タ
ィ
ニ
而
ハ
ク
ー
、
大
臣
脇
ワ
キ
ッ
レ
ニ
人
梨
子
内
前
折
一
、
夫
人
般
若
平
元
結
鬘
帯
釦
饒
腰
帯
腰
巻
鱗
ヵ
九
ツ
ク
シ
打
杖
持
ノ
シ
メ
冠
リ
「
カ
ン
シ
ン
呵
似
（
傍
書
「
霊
神
」
）
唐
冠
黒
頭
色
鉢
マ
キ
厚
板
ハ
ン
切
法
被
右
肩
ヌ
ク
コ
シ
帯
劔
ヌ
キ
ミ
ニ
て
右
二
持
（注ｕ）
（居）
｜
、
連
姥
（
「
女
」
を
消
す
）
同
面
（
傍
書
「
同
カ
ミ
」
）
鬘
同
帯
鉛
大
口
白
唐
織
ツ
ホ
折
腰
カ
ヶ
巨
ル
コ
、
ン
帯
ノ
シ
メ
冠
リ
コシ掛作物ノ内一一テ
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［例２］〈丸子〉（三上ヶ嶽）
作
者
付
『
能
本
作
者
註
文
」
に
お
い
て
、
長
俊
が
自
身
の
作
と
す
る
二
十
五
曲
の
中
に
「
み
う
へ
が
嵩
」
と
い
う
曲
名
が
見
え
る
。
こ
の作品は、〈丸子〉という別名でいくつかの番外謡本に収められている曲である。
内容は鬼退治物で、丸子親王（ワキ）が丹後国三上ヶ嶽に鬼退治に向かい、明神（シーエと大犬（ツレ）の助けを借りて、
（注Ⅳ）
山
奥
に
鼈
る
鬼
を
退
治
す
る
と
い
う
筋
立
て
に
な
っ
て
お
り
、
『
清
薗
寺
縁
起
」
な
ど
の
縁
起
類
を
素
材
と
し
て
い
る
。
退
治
さ
れ
る
鬼
に
は
「
て
い
こ
・
つ
ち
ぐ
ま
・
か
る
や
し
や
」
と
い
う
三
匹
が
登
場
す
る
。
伝
本
が
少
な
く
、
演
出
資
料
が
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
後
場
の
詞
章
か
ら
鬼
が
登
場
す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
、
以
下
に
引
用
す
る
。
（
観
世
文
庫
蔵
茶
色
表
紙
五
番
綴
番
外
謡
本
を
底
本
と
す
る
）
。
（注陥）
一
二
人
月
の
彰
越
に
つ
い
て
は
、
『
妙
佐
本
仕
舞
付
」
は
怪
士
系
統
の
一
二
日
月
面
を
指
定
す
る
。
上
杉
家
『
謡
本
型
付
』
も
平
太
や
霊
神
な
ど
、
類
型
の
面
を
指
定
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ほ
ど
差
異
は
な
い
。
以
上
の
通
り
、
〈
呂
后
〉
で
后
を
襲
う
た
め
に
現
れ
る
怨
霊
の
三
人
組
は
、
「
妙
佐
本
仕
舞
付
」
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
扮
装
を
し
、
異
な
る
能
面
を
着
用
す
る
。
こ
れ
は
大
い
に
観
客
の
目
を
引
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
も
こ
の
三
人
組
と
文
帝
の
戦
闘
場
面
や
、
間
狂
言
に
「
肉
の
塊
」
な
る
役
が
登
場
す
る
な
ど
、
見
せ
場
に
は
事
欠
か
な
い
作
品
で
あ
る
。
そ
の
一
要
素
と
し
て
敵
一
一
一
人
組
登
場
の
場
面
や
そ
の
出
立
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
［ノリ地］清光を戴く、だだに乗じ、ノー、もみ合わせ乱れちる、御幣の中に、神躰顕れ、眼もかずやき、あた
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
 
［二七
【早笛】
［ノリ地］〈上〉、ていこつちぐま、かるやしやは、ノー、岩屋深くも、籠り居て、打べき様こそ、なかりけれ。
［ニセイ）］〈上同〉雪をちらすか御幣の、あらみききかや恐ろしや。
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［例３］〈降魔〉
面を着用する登場人物の多い長俊作品の中でも、もっともその特徴が顕著な作品が〈降魔〉であろう。この能の筋は、
釈尊（ワキ）の成道を第六天魔王が妨害するが、天神・地神によって魔王が調伏され、釈尊は二神の守護のもと無事成
道に至るというものである。「今昔物語集』巻第一「天魔擬妨菩薩成道語第六」にほぼ同じ筋の説話が見える。
〈降魔〉の主要登場人物の出立については、法政大学能楽研究所蔵『衣裳附』が詳しいので以下に引用する。
姿
は
、
残
ら
ず
鏡
に
、
顕
れ
た
り
。
詞
章
か
ら
考
え
る
に
、
恐
ら
く
岩
の
作
り
物
の
中
に
入
る
こ
と
で
篭
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
作
り
物
の
中
か
ら現れる「三鬼」（謡本中の語に基づきこのように称す）は、一一一名の役者がそれぞれ鬼の面を着用して演じたと考えられ
る
。
こ
の
「
三
鬼
」
は
、
丸
子
親
王
に
退
治
さ
れ
る
「
悪
鬼
」
で
あ
る
の
で
、
蜜
面
な
ど
を
着
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
［
例
１
］
〈呂后〉の一一一人の怨霊のように、〈丸子〉でも三鬼がそれぞれ異なる面を着けた可能性なども考えられよう。
三鬼だけでなく、波線部「大犬」（後ツレ）、破線部「神躰」とある明神（後シテ）も面を着用したものと考えられる。
【表６］では想定され得る能面を記しているが、引用部分からは舞台上において少なくとも五名の役者が面を着用し、
同
時
に
舞
台
上
に
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
も
直
面
の
ワ
キ
丸
子
親
王
や
、
臣
下
役
の
立
衆
（
複
数
）
な
ど
も
舞
台
上
に
い
る
は
ず
で
、
先に挙げた引用詞章の後、戦闘場面となる。〈丸子〉の後場は、多くの役者が動きまわる演技を見せるものであったの
であろう。
り
を
払
っ
て
、
見
え
た
り
け
り
。
［ノリ地］〈シテ上〉、則大犬を、身づから引よせ、〈同下〉ノー、高山に向へば、ていこつちぐま、かるやしやの
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尊の成道を妨げようとする。
一
、
舎
利
ノ
い
だ
て
ん
の
通
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
「
太
夫
」
（
前
シ
テ
）
と
「
連
二
人
」
が
面
を
掛
け
替
え
る
点
で
あ
る
。
登
場
時
の三人は泥眼面を着けている「三人の美女」（謡本中の語に基づく）であるが、その正体は第六天魔王である。「美女」
でも常相とは明らかに異なる女面の泥眼面を着けるのはそのためでもあろう。三人はさまざまなことを一一一一口いかけて釈
［サシ］〈三人女サシ〉げにはづかしやそれとても、佛はしろしめざるらんさりながら、御身はすでにかたじけな
くも、じゃうぼんだいわうの御子、しちだ太子にてましますうへ、もろ’Ｉの后そのうちに、やしゆたらぶ人の
一、面悪尉
連
こ
く
う
神
太
夫
後
「
面
連
地
神
一、面
連
弐
人
連
二
人
ハ
笛
ノ
上
二
て
は
ん
に
や
の
面
か
け
か
ゆ
る
・
大
夫
同
断
。
太
夫
栫
同
断
太
夫
ハ
後
見
座
二
て
は
ん
に
や
ノ
面
カ
ケ
カ
ュ
ル
。
葵
上
ノ
通
か
ら
お
り
カ
フ
リ
出
ル
。
太
夫
面しかみ
面
で
い
が
ん
一
、
か
づ
ら
同
帯
一
、
箔
「
腰
巻
箔
丸
二
て
一
、
腰
帯
一
、
唐
織
ツ
ポ
折
降
魔
一
、
赤
頭
一
、
厚
板
一
、
半
切
一
、
狩
衣
一
、
腰
帯
一
、
扇
持
一
、
白
か
し
ら
「
厚
板
一
、
半
切
一
、
狩
衣
一
、
こ
し
帯
右
二
か
せ
杖
左
に
け
さ
持
（注型
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御
別
を
も
、
思
ひ
給
は
で
な
さ
け
な
く
、
じ
ゃ
う
だ
う
を
と
げ
た
ま
は
ん
事
、
あ
ま
り
に
き
ざ
き
の
御
な
げ
き
、
さ
こ
そ
と
お
も
ひ
ま
い
ら
す
れ
ば
、
お
な
じ
女
の
う
き
身
な
れ
ば
、
と
も
に
あ
は
れ
を
も
よ
ほ
す
也
、
〈
下
同
〉
し
か
る
べ
く
は
御
じ
ひ
に
こ
の
じ
ゃ
う
だ
う
を
さ
し
を
き
て
王
宮
に
か
へ
り
給
へ
や
。
（本文は天理図書館蔵室町末期筆観世流謡本を底本とし、適宜濁点を施す。以下同様。）
し
か
し
釈
尊
は
動
じ
る
こ
と
な
く
、
美
女
た
ち
の
正
体
を
見
抜
き
、
三
人
は
鬼
に
姿
を
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
面
の
早
替
え
が
行
わ
れ
る
。
面
を
替
え
た
後
の
中
入
前
の
詞
章
を
引
用
す
る
。
［ノリ地］〈上〉いづれもきめんと、あらはれて、ノー、おもてをむかふも、たがひにはづかし、おそるしや、佛
の
つ
う
り
き
、
今
は
是
ま
で
、
大
じ
だ
い
悲
の
、
あ
は
れ
み
に
、
わ
が
か
た
ち
を
、
も
と
の
ご
と
く
に
、
な
し
絵
へ
と
、
さ
け
べ
ど
も
な
げ
、
ど
も
、
身
よ
り
い
だ
せ
る
、
こ
塗
る
の
鬼
の
、
か
た
ち
は
さ
す
が
に
、
は
づ
か
し
や
と
、
夕
の
雲
に
、
た
ち
ま
ぎ
れ
、
き
めんのすがたは、うせにけり、ノー。【中入】
「きめん（鬼面）」と明記されてもいるが、この直前に三人の立役が面を替える。先に引用した『衣裳附」によると、
前
シ
テ
は
後
見
座
で
、
ツ
レ
は
笛
座
あ
た
り
で
そ
れ
ぞ
れ
面
を
般
若
面
に
替
え
る
。
シ
テ
が
後
見
座
で
面
を
替
え
る
の
は
物
着
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
物
着
と
は
舞
台
上
で
装
束
を
替
え
る
、
烏
帽
子
な
ど
を
つ
け
る
演
出
で
、
そ
れ
自
体
は
珍
し
く
な
い
演
出
で
あ
る
。
た
だ
し
、
物
着
を
発
展
さ
せ
た
、
舞
台
上
で
面
を
替
え
る
演
出
は
非
常
に
斬
新
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
演
出
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
人
同
時
に
面
を
替
え
る
と
い
う
早
替
え
が
こ
の
能
の
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
り
、
見
せ
場
の
一
つ
と
一一一一口えよう。ここから、長俊がそれまでに成立した形式に則りながら作能してはいるが、独自の演出を生み出すことの
で
き
る
自
由
な
発
想
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
面
の
早
替
え
と
い
う
斬
新
な
演
出
の
後
、
「
美
女
」
か
ら
「
鬼
」
へ
と
変
身
し
た
三
人
は
退
場
し
、
中
入
と
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
後
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の間狂言について考えたい。天理図書館蔵室町末期筆観世流謡本には先に引用した中入の段のあとに、間狂一一一一口にまつ
０
 
４
 
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
以
上
［
例
１
］
か
ら
［
例
３
］
の
ご
と
く
、
長
俊
作
品
に
は
次
か
ら
次
に
様
々
な
面
を
つ
け
た
多
く
の
登
場
人
物
が
現
れ
る
も
の
が
多
い。応仁の乱以降、世阿弥時代にはない作風の作品が多く作られた。その中でも、特に観世弥次郎長俊の作品は、典
拠となるストーリーをそのまま能に仕立てる特徴が顕著であるために、先に述べたように多くの登場人物を要し、一
曲
の
中
で
使
用
さ
れ
る
面
の
種
類
や
数
が
必
然
的
に
増
え
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
賑
々
し
さ
そ
の
も
の
が
室
町
後
期
の
能
の
特
色
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ノ
物
ニ
ザ
ウ
メ
ゴ
ヤ
ウ
、
此
シ
ク
ン
出
ヘ
シ
。
シ
、
モ
出
ル
也
・
（句読点は筆者による）
「ザウメゴャウ」とは「象・馬・牛・羊」のことであり、この「四君」と、さらに「獅子」が間狂言に登場すると
注記されている。よって計天名の狂言役者を必要とする。人間ではなく動物を演じるわけであるから、例えば〈白楽
天〉間狂言の小書「鶯蛙」のごとく、それぞれ当該動物を演じるにふさわしい面を着用して登場したのであろう。こ
のような多人数の能や脇能では、間狂言においても賑々しく演じるのが当時の流行であった。この傾向は、長俊作品
〈河水〉の複数の鱗の精が酒宴を催して小舞を舞う間狂言や、金春禅鳳作の〈嵐山〉の替間〈猿聟〉（この替間が原型であ
ろうと考えられている》などにも見られる。
（注四）
後場には後シーナの第六天魔王（墾面着用）、ほかに悪尉面をつけた堅牢地神や天神面をつけた虚空神も現れる。舞台
上
に
お
い
て
、
多
く
の
登
場
人
物
が
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
話
が
進
む
、
始
終
に
ぎ
や
か
な
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
登
場
人
物
を
列
挙
す
る
わ
る
興
味
深
い
注
記
が
あ
る
。
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第
四
項
で
例
と
し
て
挙
げ
た
三
曲
は
い
ず
れ
も
、
現
在
は
各
流
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
番
外
曲
で
あ
る
。
『
能
本
作
者
註
文
』
所
掲長俊作品で、現存曲十八曲のうち、番外曲が十四曲もあり、現行曲四曲〈正尊×輪蔵〉〈江ノ島ｘ大社〉についても、
い
ず
れ
も
頻
繁
に
は
演
じ
ら
れ
な
い
曲
と
言
え
る
。
信
光
・
長
俊
親
子
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
金
春
禅
鳳
な
ど
も
含
め
て
、
室
町
後
期
成
立
の
作
品
は
世
阿
弥
時
代
の
も
の
に
比
べ
て
か
な
り
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
る
。
中
に
は
、
演
じ
る
に
は
か
な
り
の
お
金
を
必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
作
品
も
少
な
く
な
い
。
大
規
模
か
つ
派
手
な
作
り
物
か
ら
役
者
が
登
場
す
る
演
出
、
多
人
数
を
要
す
る
構
成
な
ど
、
先
学
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
特
徴
に
加
え
、
一
曲
の
内
で
使
用
さ
れ
る
面
の
数
や
種
類
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
「
必
要
と
す
る
能
面
の
多
さ
」
も
、
室
町
後
期
に
成
立
し
た
作
品
の
多
く
が
、
後
世
ま
で
享
受
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
特
定
の
作
品
の
み
で
使
用
さ
れ
る
能
面
「
専
用
面
」
が
、
室
町
後
期
に
成
立
し
た
作
品
か
ら
は
あ
ま
り
生
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
代
の
作
品
に
上
演
が
頻
繁
か
つ
途
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
が
少
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
室町後期成立作品の中には江戸時代に上演に際して改訂されたものもある。例えば、長俊作〈正尊〉のツレ静御前が
（注別）
（注皿）
子方に変違えられ現在に至る。信光作〈船弁慶〉の義経においても同様である。また、花の精の争いを描いた長俊作ｐ叩
く花軍〉の後場に登場する数人の花の精においても、本来は成人の役であったはずの登場人物を子方に演じさせる演出
（注堅
（注羽）
が
後
に
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
変
は
、
能
面
と
は
何
ら
関
係
な
い
、
別
の
意
図
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
結
果
的
に
一
つ
の
曲
の
中
で
使
用
す
る
面
の
数
を
少
し
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
か
え
て
ｌ
室
町
後
期
の
能
の
時
代
性
Ｉ
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世
阿
弥
が
確
立
し
た
能
の
世
界
が
確
固
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
世
阿
弥
時
代
の
後
に
生
ま
れ
た
作
品
の
多
く
が
世
阿
弥
の
生
み
出
し
た
形
式
に
則
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
は
世
阿
弥
が
最
終
的
に
目
指
し
た
「
幽
玄
」
な
能
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
信
光
や
長
俊
作
の
鬼
退
治
物
の
多
く
が
ワ
キ
に
よ
っ
て
シ
テ
が
退
治
さ
れ
る
筋
立
て
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
主
人
公
が
誰
か
と
い
う
類
の
問
題
と
は
別
に
、
形
式
上
最
初
に
舞
台
に
登
場
し
、
最
後
に
退
場
す
る
の
が
ワ
キ
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
シ
テ
は
途
中
で
登
場
し
、
途
中
退
場
や
扮
装
を
替
え
る
こ
と
が
可
能
な
存
在
と
し
て
恐
ら
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
いるのであろう。例えば信光作〈羅生門〉のシテ悪鬼が前場には登場せず、後場にのみ作り物の中から登場するが、所
作や働事のみでセリフや謡が全くない点や、〈船弁慶〉の前シテ静御前、後シテ平知盛の霊のように、全く関連がなく、
か
つ
同
じ
場
面
に
登
場
し
な
い
二
人
を
そ
れ
ぞ
れ
前
・
後
の
シ
テ
と
す
る
点
、
そ
し
て
、
ワ
キ
が
活
躍
す
る
能
の
あ
り
方
な
ど
は
、
二
部
式
の
能
の
典
型
の
形
式
や
順
序
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
当
て
は
め
て
い
っ
た
結
果
と
も
言
え
よ
う
。
室
町
後
期
に
成
立
し
た
派
手
な
演
出
の
作
品
が
、
初
演
時
に
は
大
い
に
観
客
の
目
を
引
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
た
だ
し
、
諸
々
の
条
件
に
よ
り
そ
れ
ら
が
現
行
曲
と
し
て
現
代
ま
で
根
付
く
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
阿
弥
作
品
に
は
な
い
登
場
人
物
や
演
技
を
取
り
入
れ
、
世
阿
弥
と
は
異
な
る
作
風
の
作
品
を
多
く
作
る
ほ
か
、
面
の
早
替
え
な
ど
の
新
し
い
演
出
に
も
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
結
果
的
に
能
の
あ
り
方
に
幅
を
持
た
せ
た
と
も
言
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
室
町
後
期
の
能
役
者
た
ち
が
、
新
し
い
試
み
に
次
々
に
挑
戦
し
て
い
っ
た
姿
勢
は
、
猿
楽
が
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
ま
だ
「
古
典
芸
能
」
で
は
決
し
て
な
く
、
新
し
い
も
の
を
提
供
す
る
斬
新
な
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ッ
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
＊この論考は二○○七年十二月七日～九日に行われた国際研究集会「散楽と仮面」（於早稲田大学大隈小講堂、早稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
主
催
）
第
一
日
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
時
代
別
に
見
る
能
面
の
変
遷
」
の
要
旨
を
基
に
し
て
い
る
。
発
表
の
席
上
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（注）
１
樹
下
好
美
氏
「
龍
神
物
の
成
立
」
（
「
中
世
文
学
」
第
三
十
七
号
、
一
九
九
二
年
六
月
、
中
世
文
学
会
）
２増補国語学国文学研究史大成８「謡曲狂言』（一九七七年、一一一省堂）一一一一一頁注一三。
３
中
村
格
氏
「
『
井
筒
』
の
主
題
と
「
幽
玄
」
」
Ｓ
観
世
」
一
九
七
六
年
四
月
号
、
槍
書
店
）
４
天
野
文
雄
氏
「
能
の
童
子
（
下
巨
Ｓ
観
世
」
一
九
八
○
年
四
月
号
、
槍
書
店
）
５岡家蔵「観世流仕舞付」では、〈通小町〉のシテ四位少将の面について「面、痩男。蛙（河津）二ても。怪士・平太も懸る。
七
太
は
平
太
懸
る
。
」
（
藤
岡
道
子
氏
編
「
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
付
』
に
よ
る
）
と
し
、
選
択
肢
の
中
に
怪
士
面
と
平
太
面
を
併
記
す
る
。
さ
ら
に北七大夫長能（一五八六～一六五三）が〈通小町〉で平太を使用したことも記録する。
６
〈
和
布
刈
〉
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
金
春
禅
竹
説
も
あ
る
が
、
確
定
的
と
は
言
え
な
い
た
め
本
稿
で
は
作
者
不
明
と
す
る
。
７
「
申
楽
談
儀
」
に
は
「
今
増
阿
着
る
尉
の
面
を
、
一
色
に
彩
色
き
、
…
」
、
「
時
々
、
源
三
位
に
彩
色
き
て
着
ら
れ
し
也
。
」
な
ど
、
演
能
の
都
度
能
面
に
彩
色
を
施
し
て
使
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
記
事
が
散
見
す
る
。
８
表
章
氏
「
観
世
小
次
郎
信
光
の
生
年
再
検
（
上
）
（
下
）
ｌ
通
説
は
十
五
年
ず
れ
て
い
る
」
Ｓ
観
世
」
一
九
九
九
年
七
・
八
月
号
、
桧
書
店
。
「観世流史参究」（二○○八年二月）に収録）
９
拙
稿
「
観
世
小
次
郎
信
光
の
能
作
活
動
ｌ
〈
大
蛇
〉
を
手
が
か
り
に
Ｉ
」
（
『
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
Ⅶ
号
、
二
○
○
六
年
一
月
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
表
章
氏
「
室
町
期
の
観
世
座
の
「
脇
之
為
手
」
（
下
）
Ｉ
観
世
長
俊
・
観
世
元
頼
・
観
世
四
郎
左
衛
門
」
（
「
観
世
』
二
○
○
○
年
一
一
月
号
、
槍
書店。『観世流史参究」（二○○八年二月）に収録）
で
石
井
倫
子
氏
・
大
谷
節
子
氏
・
竹
本
幹
夫
氏
・
平
林
一
成
氏
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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別表きよし氏「〈正尊〉の子方について」（「鏡仙』三七一号、一九八九年六月、銭仙会）
Ⅲ天野文雄氏「〈安宅》《船弁慶》の判官と〈海人》の房前などは本来は子方の役にあらず」（大槻能楽堂会報「おもて』七十
七号、一一○○三年六月、大槻能楽堂）
犯
西
野
春
雄
氏
弓
花
軍
』
演
出
史
」
（
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
一
九
七
五
年
八
月
号
、
能
楽
書
林
）
羽拙稿「観世弥次郎長俊の作詞法と後世の評価」（『演劇研究センター紀要」１号、一一○○三年一一一月、早稲田大学演劇博物
館
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
岨
前
掲
注
肥
参
照
。
旧
同
書
の
〈
舎
利
〉
の
項
に
は
「
い
た
天
一
、
面
天
神
一
、
黒
た
れ
一
、
龍
臺
一
、
腰
帯
一
、
袖
無
「
大
口
（
「
半
切
」
を
消
す
）
一
、
打
杖
「
厚
板
」
と
あ
り
、
天
神
面
を
指
定
し
て
い
る
。
凹王冬蘭氏「能『呂后』と『前漢書平話」」（『芸能史研究」’二○号、一九九三年一月、芸能史研究会）
Ⅲ
同
書
上
部
余
白
に
「
此
ツ
レ
金
剛
ニ
ハ
姥
ト
有
ト
モ
イ
カ
、
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
『
妙
佐
本
仕
舞
付
』
に
は
「
リ
ョ
コ
ウ
、
女
」
と
あ
る
。
「妙佐本仕舞付』には「ウバ」の語も見え、「女」とは区別されていると思われる。〈呂后〉が信光作〈皇帝〉に設定が類似す
る
点
か
ら
も
、
も
と
は
ツ
レ
が
姥
面
を
着
け
る
よ
う
な
老
婆
の
役
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。
■
口
頭
発
表
時
に
お
け
る
大
谷
節
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
砠
平
太
面
と
怪
士
面
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
第
二
項
に
お
い
て
述
べ
た
。
Ⅳ小林健二氏「観世長俊の作能における一特色ｌ番外曲〈丸子》をめぐって」（「能と狂言』創刊号、一一○○一一一年四月、能楽
1２１１ 学会） 前掲注２参照。
王
冬
蘭
氏
「
能
渡邊信幸氏「神能の変遷過程における改変の諸相」（『中世文学』第三十八号、一九九三年六月、中世文学会）
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４５室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷一
墓
。 陰
使蠅匝‐｜筐Ｆ｜廓｜Ⅷ｜」儘｜‐｜」「扁巨」座‐ＦＥ黛亟嫌･中野菊乃氏「能面使用別一覧」（1965年５月)、諸古型付、現行謡本等を参考に作成。なお、本文中でもお断りしたが、本表は使用する面の大概を把握するためのもので、流儀や家、時代に
よる細かな相違についてすべてを網羅するものではない。必要が生じた項目のみ本文および注
にて記すこととする。
･曲名の別名や併用される能面は九括弧（）に括って表記する。
･散侠曲や演出資料が管見に入らないものについては［役名：想定され得る能面］と表記する。
・シテが中入しない、もしくは後場のみの登場の場合も「(前)シテの面」に統一して記載する。
・ツレの項は、（例)前ツレの面/後ツレの面など、一行に２面以上を記載する場合は「/」で区
切る。
・シテの場合は直面であっても記入するが、ツレが直面の場合は記入しない。
*<盲打〉・・・に道」に「女体」として挙げられている記述より推測
曲名 申楽談儀所掲作者 (前)シテの面 後シテの面 ツレの面
八幡(弓八幡） 世阿弥 小尉 那郭男
相生(高砂） 世阿弥 小尉 那郷男 姥
養老 世阿弥 小尉 那郵男 連面
老松 世阿弥 小尉 雛尉
塩釜(融） 世阿弥 笑尉(朝倉尉） 中将(今若）
蟻通 世阿弥 小尉
箱崎 世阿弥 小面 小面 連面
鵜羽 世阿弥 深井(曲見） 泥眼 連面
盲打 世阿弥 [散快につき不明:女面]＊
静(吉野静か） 井阿弥 若女(小面･深井･増） 若女(小面･深井･増）
松風村雨 世阿弥 若女(深井･小面） 連面
百万 世阿弥 深井
浮舟 横越元久 若女(増･深井･小面） 十寸髪(増･小面）
槍垣の女 世阿弥 老女 老女(槍垣･痩女）
小町(卒都婆小町） 観阿弥 姥
通盛 丼阿弥 笑尉(朝倉尉） 中将(今若） 姥/連面
薩摩守(忠度） 世阿弥 笑尉(朝倉尉） 中将(今若）
実盛 世阿弥 笑尉(朝倉尉） 笑尉(朝倉尉）
頼政 世阿弥 笑尉(朝倉尉） 頼政
清経 世阿弥 中将(今若） 連面
敦盛 世阿弥 直面 十六など
丹後物狂 井阿弥 直面 直面
自然居士 観阿弥 喰食
高野(高野物狂） 世阿弥 直面 直面
逢坂(逢坂物狂） 世阿弥 [盲目の男：男面類か］
の重荷 世阿弥 阿古父尉 重荷悪尉 連面
佐野の船橋(船橋)． 世阿弥 直面 阿波男(怪士･千種男） 連面
四位の少将(通小町） 観阿弥 痩男(河津） 連面
泰山も〈(泰山府君） 世阿弥 増 天神(小癒見） 連面
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【表２】観世元雅主要作品における使用面
壜
【表３】金春禅竹主要作品における使用面 』』ご回』』』』』二』』ご』』』』』』二香
朏耐鵬脳臓餓鋤帽拝細鵡赫軌蛎耀融禰溌癩
神春
逢不
曲名 (前)シテの面 後シテの面 ツレの面
歌占 直面(那郵男）
隅田川 深井(曲見）
朝長 深井(曲見） 中将 連面
盛久 直面
吉野山(吉野琴） 女面 女面 女面
弱法師 弱法師
曲名 (前)シテの面 後シテの面 ツレの面 龍の登場
雨月 笑尉(朝倉尉） 小尉(鮫尉） 姥
小塩 笑尉(朝倉尉） 中将(今若）
杜若 若女(深井・小面）
春日龍神 小尉 黒髭(古くは飛出・鬼面も） ○ 
賀茂 増 大飛出 連面
鍾旭 怪士(古くは童子も） 小癩見
小督 直面 直面 連面×２
千手 小面(若女・深井・増）
龍田 増(深井・小面） 増(深井・小面）
玉葛 深井(増・小面・若女） 十寸髪(若女・増）
定家 若女(深井・小面） 泥眼(霊女）
東北 若女(深井・小面） 若女(深井・小面）
野宮 若女(深井・小面） 若女(深井・小面）
芭蕉 深井(近江女） 深井(近江女）
松虫 直面 怪士
熊野 若女(深井・小面） 連面
楊貴妃 若女(増・小面）
不逢森(反魂香） [娘：女面］ [娘の霊：女面］
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４７室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷仁・吟。
Ｌ
三
鰯
二
一
世 お
也天蛇井船岬柤帝蝶大井良忠園上枅搬季山狩柳人７
子
雌》輔大亀貴九高皇胡施玉張知巴氷訓船光村僻断天野繩
太 ［ 
春 お
「■■■
￣￣  
■■■
■■■■■■ 
￣
－－ 
曲名 (前)シテの面 後シテの面 ツレなどの面 龍の登場
愛宕空也 三光尉 悪尉 黒髭 ○ 
章駄天 怪士(天神） 怪士(千種男）
大蛇 尉 黒髭(大飛出） 姥 ○ 
亀井 [亀井の化身：男面か直面］ [亀井の霊：男面］
貴船 小面
九世戸 笑尉(朝倉尉） 黒髭 連面 ○ 
高祖 [本命星：鬼神系面か］
皇帝 小尉 小癒見 露
胡蝶 増(若女） 増
太施太子 泥眼 悪尉 連面/泥眼 ○ 
玉井 増 悪尉 連面×２ ○ 
張良 小尉(阿古父尉） 鼻瘤悪尉(茗荷悪尉） 黒髭 ○ 
知忠 直面
巴園 [翁：尉面］ [姥：姥面][青龍：黒髭か］ ○ 
氷上 [漁夫：尉面］ [鬼：鬼神系の面か］
二人神子 女面
船弁慶 若女(深井・小面・増） 三日月(阿波男・鷹）
光季 直面
村山 直面 深井
紅葉狩 若女(増・近江） 麹 連面×複数
遊行柳 阿古父尉(朝倉尉） 駿尉
吉野天人 増(若女・小面） 増(若女・小面）
羅生門 露
龍虎 笑尉(朝倉尉） 塾(獅子口） 黒髭 ○ 
曲名 (前)シテの面 後シテの面 ツレなどの面 龍の登場
嵐山 小尉 大飛出
姥
那鄭男(子方の場合も）
女面(子方の場合も）
猿(間狂言く猿聟>）
生田敦盛 十六(中将・童子)など
一角仙人 一角仙人(怪士・真角） 連面髭×２(子方が古型か） ○ 
黒111 [泰山府君：天神もしくは飛出か］
東方朔 小尉 茗荷悪尉(大悪尉） 連面
初雪 小面 増 連面
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【表６】観世長俊現存作品における使用面
曲名（前)シテの面後シテの面ツレなどの面龍の登場
曲見増 ■、■
江ノ島笑尉(朝倉尉）大飛出(里髭）増 ■F■■ 
小尉鼻瘤悪尉連面/黒此 ■■ 
天神 ■■■ 
直面連面/里髭/怪士
樒塚［男の鉦怪士卒力］［妻の霊女面］
正尊直面直面女面(現行は子方）■■■
親任登場人物すへて直面力 ■■■ 
卿寺［大蛇里髭力［天狗大癩見の類力］戸■
花軍４面(曲見）石王尉連面×複数(子方の場合も）■■■
広元直血１－女面
輪蔵皷尉小尉/天神
老子［天女：女面］［老子：尉面か天女(前シテと同体）：女面］
＊「妙佐本仕舞付」の「カンシン、地の出立」による(第四項［例１］〈呂后>参照）
名 (前 シテの面 後 テの面 ツレなどの 龍の登場
異国退治 [老翁：尉面］ [志賀明神：悪尉面系か］ [龍女：泥眼等か］[龍神：黒髭や飛出か］ ○ 
厳島 見 増 童子(子方の場合も)/黒髭 ○ 
ノ島 笑尉(朝倉尉） 大飛出(黒髭） 増 ○ 
大社 尉 鼻瘤悪尉 連面/黒髭 ○ 
岡崎
河水 面 連面/黒髭/怪士 ○ 
葛城天狗 平太(`怪士・直面） 大癒見
怪士(子方の場合も）
童子(子方の場合も）
大悪尉
降魔 泥眼→般若(早替） 露
泥眼→般若×２(早替）
悪尉
天神
[間狂言：象･馬･牛･羊･獅子］
塚 [男の霊：怪士系か］ [妻の霊：女面］
尊 直面 直面 女面(現行は子方）
登場人物すべて直面か
長 寺 [大蛇：黒髭か］ [天狗：大癒見の類か］ ○ 
軍 小面(曲見） 石王尉 連面×複数(子方の場合も）
元 直面 直面 女面
丸子
(三上ヶ巖） [老翁：尉面］ [明神：悪尉面系か］
[三鬼：鬼面(麺や飛出か)ｘ３］
[大犬：鬼神面系か］
呂后 直面
筋(般若）
三日月
怪士類(黒髭？）
女面(姥面）
△＊ 
蔵 駿尉 小尉/天神
[天女：女面］ [老子：尉面か］ [天女(前シテと同体）：女面］
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